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π月 18日 (日 )
会80周年記念総会開催
1

月日

平
成

２４
年
秋
に
、

６０
周
年
記
念
号

と
し
て
月
日
会
新
名
簿

（第

１０
号
）

を
発
行
の
予
定
で
す
。
名
簿
に
は
卒

業
生
の
皆
様
の
最
新
情
報
を
掲
載
す

る
べ
く
、
現
在
、
調
査

・
編
集
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

予
約
の
み
の
販
売
で
、
月
日
会
で

し
か
入
手
で
き
な

い
名
簿
で
す
。
こ

の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
予
約

い
た
だ
き
、

田
高
同
窓
生
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

月
日
会

会
長

（１９
期
）

鍵
和
田
　
幹
　
夫

昨
年
も
多
く

の
会
員
の
皆
様
か

ら
、
月
日
会
会
費
の
払
い
込
み
を
始

め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
ご

な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
協
賛
金
、

広
告
の
お
申
し
出
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
ま
だ
調
査
は
が
き
を
未
返
送

の
皆
様
に
は
、
会
報

３３
号
と
共
に
再

度
調
査
は
が
き
を
同
封

い
た
し
ま

す
。
名
緯
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
、

卒
業
生
の
皆
様
全
員
か
ら
の
調
査
は

が
き
ご
返
送
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
は
い
よ
い
よ
月
日
会

６０
周
年
の
年
を
迎
え
、　
１１
月

１８
日
に

は

「
記
念
総
会

・
懇
親
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
同
時
に
、
会
員
名
簿

の
発
行
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。
昨

年
の
会
報
で
も
申
し
上
げ
た
こ
と
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
今
後
月

日
会
を
皆
様
に
よ
り
身
近
な
も
の
と

し
て
い
く
為
に
は
、
避
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
事
業
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
昨
年

７
月
に
、

６０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
発

足
さ
せ
、

１
期
か
ら

６０
期
ま
で
の
６‐

名
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は

７
期
、

９
期
、

１０

期
、

１４
期
の
同
期
会
に
参
加
し
、
月

日
会
や
母
校
の
近
況
な
ど
に
つ
い
て

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
も
、
こ
れ
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
る

幹
事
さ
ん
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
で
き
る
限
り
参
加
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
幹
事

一
同
、
が
ん
ば

っ
て

ま

い
り
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

肌
寒
い
雨
の
中
、
平
成

２４
年

３
月

１０
日
、

６０
期
生
の
卒
業
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

不
安
を
感
じ
つ
つ
も
無
事
に
迎
え
ら

れ
た
卒
業
式
か
ら
も
う

１
年
の
月
日

が
経
ち
ま
し
た
。
時
間
は
あ

つ
と

い

う
間
に
過
ぎ
て
い
く
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

卒
業
生
の
歌
や
卒
業
生
の
言
葉
で

は
、
こ
の
３
年
間
で
大
き
く
成
長
し

た
生
徒
た
ち
の
姿
に
、
列
席
者
は
頼

も
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

卒
業
上
に
と

つ
て
卒
業
は
嬉
し
く

も
あ
り
寂
し
い
も
の
で
す
が
、
涙
だ

６０
周
年
記
念
総
会
・
懇
親
会
に
つ
い
て

「
月
日
会

６０
周
年
記
念
総
会

・
懇
親
会
」
の
日
時

。
会
場
等
詳
細
が
左
記

の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

同
世
代
の
仲
間
や
世
代
を
超
え
た
先
輩
後
輩
が
、
母
校
の
辿

っ
て
き
た
道

一

筋
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
現
在
そ
し
て
将
来
の
母
校
の
姿
を
語
り
合
う
場

一

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
の
方
は
、
同
封
し
た
会
費
払
込
用
紙
の

「
総
会
参
加
費
」
欄
の

一

金
額
に
○
印
を
記
入
の
う
え
、
入
金
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
入
金
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
後
日
ご
案
内
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記

日
時
　
　
１１
月
１８
日

（日
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
４５
分
　
　
　
　
　
　
一

会
場
　
　
口田
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
メ
ィ
ン
タ
ワ
ー

・
宴
会
場

会
費
　
　
刊
万
円

（但
し
、
５６
期
以
降
卒
業
生
は
３
千
円
）
　

　

　

　

　

ト

月
日
会
新
名
簿
　
予
約
受
付
中
！

い
た
し
ま
す
。
調
査
は
が
き
を
返
送

い
た
だ
け
な

い
場
合
、
こ
れ
ま
で
の

情
報
を
掲
載

い
た
し
ま
す
。
非
掲
載

希
望
項
目
が
あ
る
方
は
、
調
査
は
が

き

に
て
そ

の
旨
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。１０
年
ぶ
り

の
新
名
簿
発
行

で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
名
簿
委
員
長
　
２４
期
　
山
本
　
順
子

０
「
月
‐８
日
月
日
会
６０
周
年
記
念
総
会
を
開
催

０
月
日
会
新
名
簿
予
約
受
付
中

●
桐
の
本
　
１２
本
に
な
り
ま
し
た

おもな内容

月
日
会
の
皆
様
ヘ

都
立
田
園
調
布
高
等
学
校
長

第
１７
代桑
　
原
　
　
　
洋

４
月
１
日
付
け
で
１２
名
の
教
職
員

が
着
任
し
、
さ
ら
に
２
３
７
名
の
１

年
生
が
入
学
し
、
平
成
２４
年
度
の
都

立
田
園
訓
布
高
等
学
校
の
組
織
が
整

い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
よ
り
、
月
日
会

の
皆
様
に
は
、
学
校
の
教
育
活
動
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
、
小
学
校
の
学
習
指
導
要

領
が
改
訂
さ
れ
、
新
し
い
内
容
の
教

育
活
動
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
中
学
校
の
学
習
指
導
要

領
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
高
等
学
校

の
学
習
指
導
要
領
の
全
面
改
訂
は
来

年
度
で
す
が
、
数
学
、
理
科

の
教

科

・
科
日
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か

ら
先
行
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
都
立
高
校
全
校
で
宿
泊
防
災

訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
現
在
、

本
校
で
は
地
域
住
民
代
表
や
消
防
署

等
と
連
携
し
て
内
容
を
検
討
中
で

す
。
今
年
度
も
教
育
活
動
の
実
施
に

関
し
ま
し
て
、
月
日
会
の
皆
様
に
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

け
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。同
じ
時
間
を
過
ご
し
た

６０
期
生
の

円
出
を
見
届
け
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

田
園
調
布
高
等
学
校
で
学
ん
だ
こ

と
、
知
り
合

っ
た
恩
師
や
先
輩
、
後

輩
、
そ
し
て
共
に
３
年
間
過
ご
し
た

仲
間
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
未
来
に
大
き
く
羽
ば
た
い

て
い
っ
て
欲
し
い
と
願

っ
て
お
り
ま

す
。６０
期
生
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。

５９
期
　
小
安
　
悠
衣
香

今
春
六
十
三
期
生

三
三
七
名
入
学

戦
後
六

・
三

・
三
制
度
に
な
り
、

あ
わ
た
だ
し
い
中
、
私
は
都
立
大
田

高
等
学
校
に

一
年
生
と
し
て
入
学

い

た
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
復
興
途

上
に
あ

つ
た
た
め
校
舎
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
様
な
時
大
森
第
五

小
学
校
が
残

っ
て
お
り
、
し
か
も
疎

開
の
た
め
生
徒
数
が
減
り
校
舎
は
か

な
り
あ

い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
小

学
校
を
借
り
て
高
校
生
活
が
始
ま
り

ま
し
た
。
二
年
に
な

っ
て
か
ら
沼
部

の
新
校
舎
に
移
り
、
名
前
も
都
立
田

園
調
布
高
等
学
校
と
改
名
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
頃
は
小
高

い
丘
の
上
に
枝

舎
が
建

っ
て
お
り
ま
し
た
。
授
業
に

遅
刻
し
そ
う

に
な
り
ま
す
と
、
皆
、

坂
を
か
け
登

っ
て
息
を
切
ら
せ
な
が

ら
学
校

へ
行

っ
た
も
の
で
す
。

楽
し
い
三
年
が
過
ぎ
、
卒
業
し
て

か
ら
六
十
年
、
平
成
二
十
四
年
四
月

九
日
の
入
学
式

に
臨
席
さ
せ

て
頂

き
、　
一
気
に
数
十
年
前
の
事
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

昔
と
は
大
違

い
。
立
派
な
体
育
館

に
お
琴
の
演
奏
で
新
入
生
入
場
、
吹

奏
楽
の
演
奏
で
の
退
場
、
校
歌
の
斉

唱
に
は
こ
と

の
ほ
か
素
晴
ら
し
く
、

胸
が

一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
感
動

い

た
し
ま
し
た
。

１
期
　
染
野
美
代
子

卒
業
以
来
同
窓
会
に
係
わ

っ
て
来

た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
、
今
で
は
廃
部

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
音
楽
部
に
し
か

居
ど
こ
ろ
の
無
い
在
学
中
を
過
ご
し

て
い
た
の
に
不
思
議
に
思
う
。
昨
年

は
団
塊
世
代
ど
真
ん
中
の
同
期
生
が

卒
業
以
来
初
め
て
開
催
の
同
期
会

で
、
１
３
０
人
も
集

っ
た
。

５０
年
近

く
の
時
を
経
て
い
る
の
に
皆
す
ぐ
あ

の
頃
の
田
高
生
の
顔
に
戻

っ
て
い

た
。
あ
の
青
春
の
３
年
間
は
い
つ
で

も
誰
に
で
も
心
の
隅
に
生
き
続
け
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

子
供
の
こ
ろ
か
ら
続
け
て
い
る
趣

味
の

「
折
り
紙
」
。
今
で
は
仕
事
に

な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
田
高
Ｐ

Ｔ
Ａ
広
報
誌

「
ぽ
ろ
に
あ
」
に

「活

躍
す
る
卒
業
生
」
と
し
て
取
り
上
げ

て
頂
い
た
。
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で

は
、
や
っ
て
来
た
事
の
す
べ
て
は
語

り
尽
く
せ
な
か
っ
た
が
、
私
立
高
校

で
折
り
紙
の
授
業
を
し
て
い
た
事
、

国
立
の
博
物
館
に
永
久
展
示
の
作
品

を
作

っ
た
事
、
折
鶴
、
や
っ
こ
さ
ん

で
は
な
い

「
折
り
紙
」
、
多
面
体
や

ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
を
少
し
紹
介
し
、

知

っ
て
も
ら
う
事
が
出
来
た
嬉
し
い

出
来
事
だ

っ
た
。‐４
期
　
初
音
み
ね
子

年
会
費
こ
納
入

あ
り
が
と
う
と
ざ

い
ま
す
。

つ
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
月
日
会
活
動
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
会
報
を
皆
様
に
お
届
け
で
き

る
の
も
皆
様
か
ら
の
年
会
費

・
ご
寄
付

の
る
か
げ
で
す
。
ご
協
力
を
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

薪
卒
業
塗

六

十

期

生

二
百

二
十
九
る

円
高
卒
業
生
は
延

一
万

六
千
百
七
十
八
名
と
な
り

ま
し
た
。
連
絡
可
能
月
日

会
会
員
は
、
約

一
万
三
十

名
で
す
。
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月
日
会
名
誉
会
長

財
団
法
人
田
園
調
布

田
中

６０
年
の
歴
史
の
重
み

（６
期
）

理
事
長

博
隆

一〇

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
は

９
月

１６
日
で
す
の
で
是
非

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
月
日
会
で
植
樹
し
た
青
々

と
繁
る
１２
本
の
桐
の
木
を
見
て
く
だ

さ
い
。
月
日
会
は
地
域
に
根
ざ
し
た
田
高

を
応
援
し
て
財
団
法
人
田
園
調
布
と

共
に
大

い
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
毎

年
、
多
摩
川
河
川
敷
清
掃
活
動
、
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
、
手
話
講
習
会
、
中

学
生
サ

ッ
カ
ー
大
会
、
小
学
生
野
球

大
会
等
を
応
援
し
て
い
ま
す

の
で
、

ご
支
援
く
だ
さ
る
会
員
の
方
の
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

生
徒
の
皆
様
も
、
奉
仕
活
動
授
業

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
５
事
業
だ
け
で
も
千
人

近
い
参
加
者
で
地
域
貢
献
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
月
日
会

の
皆
様
が
、

先
輩
の
皆
様
と
築

い
て
き
た

６０
年
の

歴
史
の
重
み
を
誇
り
に
日
高
と
の
絆

に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

願

っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
お
力
添
え
で
さ
ら
に
月
日

会
が
発
展
で
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致

し
ま
す
。

幹
鷲

熊

谷

和

巳

（３８
期
）

母
校
協
力
活
動

○

体
育
祭

（
６
月
４
日
）
応
援

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
力
活
動

○
ば
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

参
加

（
７
月
９
日
）

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
手
作
り
講
習
会
参
加

（
８

月
２５
日
）

○
ぽ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
協
力

（
９
月

・９
日
）
売
り
子
役
で
手
伝
い

○
ぼ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
反
省
会
参
加

（
１０
月
８
日
）

財
団
法
人
田
園
調
布
協
力
活
動

○
財
団
法
人
田
園
調
布
評
議
員
会

（
６
月
Ｈ
日
、
３
月

１８
日
）

○
財
団
法
人
田
園
調
布
中
学
生
サ
ッ

カ
ー
大
会
協
力

（
■
月
２３
日
）

○
財
団
法
人
田
園
調
布
　
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
協
力

（
１０
～
Ｈ
月
）

○
財
団
法
人
田
園
調
布
　
手
話
講
習

会
協
力

（
１
月

２．
日
、

３
月

２４

日
）

○
財
団
法
人
田
園
調
布
小
学
生
野
球

大
会
協
力

（
２
月
２６
日
）

○
財
団
法
人
田
園
調
布
グ
ラ
ウ
ン
ド

抽
選
立
会
い
、
１２
回

（毎
月
第

１

水
曜
日
）

清
流
会
協
力
活
動

○
清
流
会
総
会
参
加

（
６
月
４
日
）

○
清
流
会
手
芸
講
習
会
参
加

（
９
月

４
日
）

○
清
流
会
研
修
旅
行
参
加

（
１２
月
４

日
）

平
成
２３
年
度
も
母
校
及
び
田
高
関

連
の
各
団
体
と
協
力
の
下
、
幅
広
く

活
動
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
本
年

度
は
月
日
会
６０
周
年
記
念
総
会
が
控

え
て
い
ま
す
、
１
ペ
ー
ジ
記
事
に
案

内
の
通
り
、
会
員
の
皆
様
の
多
大
な

る
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。平

成
二
十
四
年
度
月
日
会
役
員

役
　
職
　
　
氏
　
名
　
　
期

名
誉
会
長
　
田
中
　
博
隆

（
６
期
）

〈ム
　
　
長
　
鍵
和
田
幹
夫

（
１９
期
）

副

ハム
長
　
源
田
真
由
美

（
２０
期
）

（兼

会
計
委
員
長
）

副

〈
バ
長
　
山
本
　
順
子

（
２４
期
）

（兼

名
簿
委
員
長
）

副

ハ
ム
長
　
小
西
　
正
晃

（
３７
期
）

（兼

会
報
委
員
長
）

幹

事

長
　
熊
谷
　
和
巳

（
３８
期
）

副
幹
事
長
　
山
田
　
浩

一

（
４５
期
）

（兼

情
報
委
員
長
）

会
計
監
査
　
千
川
　
勝
重

（
６
期
）

会
計
監
査
　
簡
　
　
　
敏

（
９
期
）

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

金
子
喜

一
郎

鈴
木
　
洋
子

初
音
み
ね
子

千
本
　
俊
江

新
井
　
図
貴

浅
田
　
裕

一

重
谷
麻
奈
美

山
梨
　
裕
加

蛭
田
　
悠
真

染
野
美
代
子

家
入
　
囲
子

寺
久
保
　
動
【

塚
田
ま
な
み

梶
山
健
太
郎

永
島
　
至
誠

小
安
悠
衣
香

大
川
　
拓
也

大
谷
　
恵
子

伊
藤
　
真
也

岩
間
　
裕
人

岩
崎
小
太
郎

東
　
七
菜
子

市
川
　
　
竜

中
嶋
　
美
貴

仲
島
　
勇
気

福
井
　
奏
絵

栗
田
　
美
貴

福
井
　
園
子

柳
田
　
千
裕

山
木
　
　
幸

（
７
期
）

（
１１
期
）

（
・４
期
）

（
・５
期
）

（
・５
期
）

（
４５
期
）

（
５２
期
）

（
５６
期
）

（
５６
期
）

（
１
期
）

（
３
期
）

（
４
期
）

（
５３
期
）

（
５６
期
）

（
５６
期
）

（
５９
期
）

（
５９
期
）

（
５９
期
）

（
６０
期
）

（
６０
期
）

（
６０
期
）

答
６０
期
）

（
６０
期
）

（
６０
期
）

（
６０
期
）

（
６０
期
）

（
６０
期
）

（
６０
期
）

（
６０
期
）

（
６０
期
）

財
団
法
人
田
園
調
布
月
日
会
関
係
役
員

理

事

長
　
田
中
　
博
隆

（
６
期
）

理
　
　
事
　
鍵
和
田
幹
夫

（
１９
期
）

監
　
　
事
　
街
　
　
　
敏

（
９
期
）

評

議

員
　
金
子
喜

一
郎

（
７
期
）

評

議

員
　
新
井
　
囲
貴

（
１５
期
）

評

議

員
　
源
田
真
由
美

（
２０
期
）

評

議

員
　
山
本
　
順
子

（
２４
期
）

評

議

員
　
小
西
　
正
晃

（
３７
期
）

評

議

員
　
熊
谷
　
和
巳

（
３８
期
）

評

議

員
　
浅
田
　
裕

一　
谷
４５
期
）

評

議

員
　
山
田
　
浩

一

（
４５
期
）

平
成

２３
年
の
ぼ
ろ
に
あ
祭
は
東
日

本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
て
、
例
年

の
二
日
間
か
ら

９
月

１８
日
の

一
日
だ

け
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
月
日
会
の
ブ

ー
ス
で
は
例
年
通
り
、
懐
か
し
の
写

真
、
月
日
会
の
活
動
、
会
報
の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
の
展
示
、
そ
れ
に
プ
リ

ク
ラ
、
ケ
ン
玉
、

コ
マ
、
ベ
ー
ゴ

マ

と

い
っ
た
昔
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
設
け
ま
し
た
。
展
示
に
は
Ｏ
Ｂ
と

思
わ
れ
る
年
配

の
方

や
保
護
者

の

方
々
が
足
を
止
め
て
熱
心
に
見
入

っ

て
お
り
、
プ
リ
ク
ラ
に
は
在
校
生
は

も
と
よ
り
、
多
く
の
他
校
生
や
フ
ア

ミ
リ
ー
の
方
々
も
来
ら
れ
て
作

っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
昔
遊
び

コ
ー
ナ

ー
で
は
お
子
様
が
多
く
、
両
親
か
ら

退
室
を
せ
か
さ
れ
て
も
、
そ
の
場
を

離
れ
な

い
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
月
日
会
の
ブ
ー
ス

で
は
毎
年
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
に

〓常

軍

韻

繰

■

今
春
月
日
会
は
、

６０
期
生
を
迎
え

ま
し
た
。

６０
年
間
大
切
に
つ
な
い
で

活
動
を
続
け
て
き
た
同
窓
会
で
す
。

月
日
会

で
は
、
「
ぽ
ろ
に
あ
祭
」

で
続
い
て
い
る
月
日
会
の
展
示
と
イ

ベ
ン
ト
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

会
場
に
小
学
生
の
時
か
ら
来
て
い
た

少
年
が
今
年
の
田
高
に
入
学
さ
れ
た

と
聞
き
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
月
日
会
は

「
ぽ
ろ
に
あ
祭
」

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の

「
ふ
れ
あ

い
バ
ザ

ー
」
に
第

１
回
か
ら
昨
年
の
２５
回
ま

で
、
協
力
し

て
活
動
し

て
き
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
の
献
品
を
毎
年
頂

平
成

２３
年
度
活
動
は
以
下
の
通
り

で
す
。

幹
事
会
活
動

○
入
学
式
出
席

（
４
月
７
日
）

校
章
バ
ッ
ジ
贈
呈

○
幹
事
会

（
６
回
）

○
会
計
委
員
会

（
３
回
）

○
会
報
委
員
会

（
４
回
）

○
会
報
３２
号
発
行

（
７
月
）

○
ば
ろ
に
あ
祭
参
加

（
９
月
１８
日
）

○
卒
業
式
予
行

（
３
月
８
日
）

卒
業
生
へ
月
日
会
の
説
明
を
し

ま
し
た
。

○
卒
業
式
出
席

（
３
月
１０
日
）

卒
業
証
書
ホ
ル
ダ
ー
贈
呈

月
日
会
∞
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

○
第

１
回

（
７
月
２３
日
）

○
第
２
回

（
１２
月
１０
日
）

幹 幹

事 事

圭  圭

言己  言己

幹 幹 幹 幹 幹

事 事 事 事 事

平成24年度 第一回幹事会にて

皿
田口
「ぼ
ろ
に
あ
泰
」
第
２６
回

『
ふ
れ
あ
い
パ
ザ
ー
」

９
月
１６
日

（日
）
１０
時
～
１２
時

（予
定
　
口山
物
な
く
な
り
次
第
終
了
）

献

品
を

お
願

い

い
た

し
ま
す

　

３
月
末
日
ま
で
に

月
具

雰事
務
局
宛

売
上
金
は
、
財
団
法
人
田
園
調
布
に
寄
付
さ
れ
、
学
校
支
援

・
地
域
支
援

（大
田
区
社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付
ほ
か
）
の
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
の
ぽ
ろ
に
あ
祭
は
９
月
１６

日
（日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

楽
し
ん
で
も
ら

つ
て
お
り
ま
す
。
今

年
は

９
月

１６
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
卒
業
以
来
田
高
に
来
ら
れ
た

こ
と
が
な

い
Ｏ
Ｂ
の
方

々
、
是
非
、

田
高
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
き

っ
と
ど
こ
か
に
想

い
出
が
転
が

っ
て
い
ま
す
。

‐５
期
　
新
井
　
団
責

轡

麟

新
幹
事
さ
ん
に
質
問

①
在
校
中
の
部
活

②
趣
味

（面
白
い
と
思

う
こ
と
）

③
将
来
や
り
た
い
こ
と

④
血
液
型

⑤
好
き
な
言
葉

⑥
好
き
な
食
べ
物

⑦
苦
手
な
も
の

伊
藤
　
真
也

①

フ
オ
ー
ク
ソ
ン
グ
部

②
ラ
イ

ブ

で

の

モ

ッ
シ

ユ
、
ダ
イ
ブ

③
バ
ン
ド
マ
ン

④

Ａ
型

⑤
人
は
無

い
物
を
求
め
る

⑥
白
米
と
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト

⑦
女

岩
間
　
裕
人

①
フ
オ
ー
ク
ソ
ン
グ
部

②
曲
作
り

③
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作

④
わ
か
ら
な
い

③
謹
厳
実
直

⑥
美
味
し
い
や
つ

⑦
気
づ
か
い

福
井
　
園
子

①
帰
宅
部

②
食
べ
る
寝
る

③
日
本

一
周
“

④
Ａ
型

⑤
歳
月
人
を
待
た
ず

⑥
ら
―
め
ん

⑦
酸
っ
ぱ
い
も
の

栗
田
　
美
責

①
吹
奏
楽
部

②
音
楽
鑑
賞

③
学
校
の
先
生

④
Ｂ
型

⑤
教
う
る
は
学
ぶ
の
半
ば

⑥
キ
ゴ
フ
メ
ル

⑦
虫
と
ス
ポ
ー
ツ

小会議室での月日会展示コーナー
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１
期
　
早
川
　
弘

一

Ｈ
２２
年
秋
に
瑞
宝
中
緩
章
を
受
け

ま
し
た
。

１
期
　
渡
遷
　
　
一元

体
力
の
衰
え
は
隠
せ
ま
せ
ん
が
、

何
と
か
健
康
を
保

っ
て
い
ま
す
。

３
期
　
石
川
　
栄
子

幹
事
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。
お

陰
様
で
二
人
揃

っ
て
穏
や
か
に
す
ご

せ
る
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

５
期
　
大
里
　
　
堅

ま
だ
会
社
役
員
な
ど
兼
務
し
な
が

ら
仕
事
、
遊
び
、
社
会
勉
強
等
活
動

し
て
ま
す
。

７
期
　
武
田
　
文
江

元
気
で
日
本

（信
州
）
の
四
季
を

撮
り
に
カ
メ
ラ
を
背
負

っ
て
歩
い
て

い
ま
す
。
田
高

の
発
展
を
祈
り
ま

す
。
幹
事
の
皆
様
い
つ
も
、
あ
り
が

と
う
ず
」ざ

い
ま
す
。

８
期
　
村
松
賢
三
郎

満

７０
才
に
な
り
ま
し
た
が
、
小
さ

な
メ
ー
カ
ー
を
経
営
し
て
、
現
役
に

て
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

９
期
　
佐
藤
　
英
樹

月
日
会
は
私
の
青
春
の
懐
か
し
い

礎
の

一
つ
で
す
。
同
期
会
に
出
席
し

大
変
楽
し
く
元
気
を
も
ら
い
働

い
て

お
り
ま
す
。

９
期
　
田
中
　
裕
二

今
年

（
２
０
１
１
年
）
、

６
月
に

７０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
自

分
で
は
、
精
神
的
に
４０
代
か
ら
年
齢

意
識
が
ほ
と
ん
ど
変
わ

っ
て
い
な
い

の
で
す
が
、
こ
れ
っ
て
ア
ホ
の
証
拠

で
し
ょ
う
か
？

９
期
　
澤
村
　
直
子

今
年

（
２
０
１
１
年
）
は
１１
月
１２

日

（土
）
に
９
期
同
期
会
が
あ
り
楽

し
み
で
す
。

に
地
域
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。１０

期
　
渡
部
　
保
男

日
々
穏
や
か
に
マ
イ
ペ
ー
ス
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。１０

期
　
太
田
　
一旦
彦

加
齢
に
よ
る
問
題
は
あ
り
ま
す

が
、
遊
ん
で
い
ま
す
。
屋
外
、
屋
内

と
も
活
発
に
や
っ
て
い
ま
す
。

「
期
　
川
崎
　
博
通

Ｈ
２２
・
３
・
３．
定
年
退
職
し
ま
し

３‐
期
　
竹
尾
　
　
正

ま
も
な
く

６０
周
年
で
す
ね
。
自
分

の
年
は
と
り
た
く
な
い
が
、
母
校
の

歴
史
が
長
く
な
る
の
は
、
う
れ
し
い

で
す
。

３．
期
　
茨
木
　
悟
郎

ワ
ン
グ
ル

（
３．
、　
３２
期
）
で
登
っ

た
上
高
地
～
穂
高
の
８
ミ
リ
ビ
デ
オ

あ
り
ま
す
。
懐
か
し
い
映
像
て
ん
こ

盛
り
で
す
。
ゆ
み
ち
ゃ
ん
、
る
み
ち

ゃ
ん
、
か
な
ち
ゃ
ん
元
気
で
す
か
Ｐ

３３
期
　
水
野
　
雅
文

会
社
経
営
に
忙
し
い
日
々
を
送

っ

て
ま
す
。

４４
期
　
森
下
　
一
幸

東
北
震
災
皆
で
長
く
見
守
り
ま
し

ょ

ゝ
つ

＝

¨

５７
期
　
内
山
　
　
拓

来
年
、
田
高
に
教
育
実
習
に
行
き

ま
す
。

現
教
職
員

桑
原
　
　
洋

元
教
職
員

前
田
　
　
徹

中
野
　
英
雄

新
野
　
一爪
子

池
本
　
　
宏

逓
調
お
値
り

Ｏ
②
ガ

も
う

１０
期
　
中
島

お
陰
様
に
て
元
気
に
働
き

‐４
期
　
囲
吉
　
　
健

第

１４
期
同
期
会
に
あ
た

っ
て
は
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
盛
会

を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

‐７
期
　
大
石
　
良
子

講
師
の
依
頼
を
受
け
、
生
徒
六
十

余
名
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
と
目
標
設
定
の
効
果
、
テ
ー
ム
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
２
０
１
１
年

７
月

１３
日
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

・８
期
　
野
瀬
　
敬
志

平
成

２３
年
に
は
実
母
が
逝
去
す
る

の
み
な
ら
ず
、
私
個
人
も
大
病
を
患

い
ま
し
た
。
東
北
大
震
災
と
共
に
病

困
の

一
年
に
な
り
ま
し
た
。

‐８
期
　
竹
田
　
海
東

今
年
の
６
月
２
日

（土
）
に
１８
期

生
の
同
窓
会
を

「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
」
で
、

１５
～
・８
・００
で

開
催
し
ま
す
。

２３
期
　
清
水
ま
ゆ
み

震
災
に
あ
わ
れ
た
方
に
く
れ
ぐ
れ

も
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
か

な
か
良
く
な
ら
な

い
経
済
状
況
で
す

が
、
そ
れ
な
り
に
が
ん
ば

っ
て
お
り

ま
す
。

邦
枝
元
気

たす

‐３
期
　
篠
沢
　
達
也

年
金
生
活
で
の
ん
び
り
や
っ
て
ま

元
Ｐ
Ｔ
Ａ

増
田
　
ヒ
サ

石
井
庄
四
郎

永
久
保
初
栄

河
津
　
上早
夫

今
井
ま
り
子

田
中
　
克
美

糸
瀬
　
敬

一

宮
田
美
智
子

石
塚
　
久
子

藤
枝
　
峰
子

岡
本
ひ
ろ
み

田
中
三
枝
子

１
期
井
手
　
彼
雄

小
原
将
司
郎

杉
浦
　
寛
彦

染
野
美
代
子

３
期
明
沼
　
令
子
　
　
「
期

岩
野
　
光
邦

　

麻
尾

大
蔵
　
正
人

　

工
口
田

常
盤
　
彦
吉

本
多
喜
太
郎

牧
野
　
全思
聖

渡
追
　
　
一元

２
期
木
戸
清
水
高
緑
深
井
森

禎

子

６
期
伊
藤

【手
子

稲
生
諏
訪
子

稲
垣
　
士丹
昭

鵜
飼
　
成
子

岡
島
　
邦
夫

刀
州
金
子
田
中
田
中
南
雲
干
川

酒
井
　
俊
明

塩
入
　
幸
子

田
中
　
恭
子

一膝
田
　
　
肇

村
松
賢
三
郎敏

宏
昌
英
樹
直
子
祥
子勇

鈴
木
三
知
子

鈴
木
　
吉
宣

林
　
　
洋
子

日
野
　
佳
昭

平
田
　
清
二

宮
尾
　
通
子

米
田
　
葉
美

２０
期
大
久
保
昇

一

尾
上
　
篤
子

源
田
真
由
美

高
梨
　
雪
江

２‐
期
中
野
　
と早
弘

基
也
容
子
和
子

２４
期
増
永
　
敦
子

山
本
　
順
子

２５
期
磯
邊
　
を昌
雄

２６
期
限
龍
　
祥
子

小
湊
　
美
里

３。
期
島
崎

３
期
家
入
春
山

囲
子
泰
雄
淑
子

４
期
寺
久
保
　
勲

５
期
飯
泉
大
里
士
心
村
砂
押
網
井
森涌
井

育
雄堅

年
弘
雅
夫
昭
害
向

克
子
登
代

□

平
成
二
十
三
年
度
分
の
月
日
会
収
支
は
表
記
の
通
り

決
算
致
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

会
計
委
員
長
　
源
田
真
由
美

（
２。
期
）

□

平
成
二
十
三
年
度
の
会
計
報
告
に
つ
い
て
適
法
か
つ

妥
当
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

会
計
監
査
　
千
川
　
勝
重

（６
期
）

会
計
監
査
　
簡
　
　
　
敏

（９
期
）

生
ロ会計報伊

東
　
浩
子

今
井
　
信

一

落
合
　
益
吉

川
井
　

永ヽ
一

川
崎
　
博
通

河
村
英
四
郎

菊
地
　
武
芳

菊
池
　
靖
子

佐
藤
　
東
樹

鈴
木
　
洋
子

税
所
　
洋
子

田
ノ
倉
祥
夫

戸
田
　
園
子

難
波
喜
三
郎

野
岸
　
敏
雄

森
田
　
真
弓

若
松
　
伸
二

□

四
月
十
四
日

（土
）
の
幹
事
会
に
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

福
章 三 正 博

山
本

智 勝  洋 博
章 重 昇 子 隆 隆 明

山 二 澤 佐 蔵 簡 9
田 瓶 村 藤 方  期

池 lo
田 期

英
幸

渡 遠 荒 28 小 27
辺 藤 木 期  林 期

聡 憲 拓   正
哉 司 也   夫

源 47
田 期

透
泰
子
泰
雄伸

之
康
陸
美

俊
忠
　
　
憎
期

千
萱

　

磯
部
　
和
子

‐８
期
今
井
　

一
友
　
　
２２
期

海
老
原
明
子

　

大
神

野
瀬
　
敬
志
　
　
浜
村

兵
藤
み
つ
江

　

疋
田

３３
期
板
井
　
立早
子

内
田
　
　
洋

中
澤
　
晃
子

波
田
野
　
宏

林

　

美
喜

水
野
　
雅
文

３４
期
青
池
　
静
江

板
井
　
伸
治

３７
期
小
西
　
正
晃

孝

　

平
松
亜
希
子

７
期
新
井
　
善
枝

大
友

ハ
ツ
子

金
子
喜

一
郎

日比
　
　
　
　
士
口
４際

一島
田
　
　
誠

出
中
　
洋

一

野
口
　
主
子

吉
田
　
裕
子

石
井
七
保
美

内
田
　
光
子

塩
出
　
敏
彦

中
田
　
泰
雄

平
澤
　
洵
子

藤
井
　
音
本行

落
合
　
栄
治

篠
原
　
千
尋

‐５
期
新
井
　
図
貴

伊
東
富
士
雄

片
岡
　
　
護

千
本
　
俊
江

永
田
　
秀
樹

野
口
美
江
子

望
月
　
　
正

横
山
　
　
彰

澤
間
　
譲
治

平
成
二
十
三
年
度
会
計
霧
筈

平
成
二
十
四
年
β
予
算

和 初 長 齊 囲 片 石 秋 14 吉 都 篠 小
田
哀 ∩
藤 吉 桐 垣

只
期  村 川 沢 林

克 ね 正 勝  正  美    正 達
枝 子 春 之 健 雄 篤 子   清 之 也 正

銹宛察奈
蓉斯 循牌孫僚渠算暴輔

信 一 良   朱 俊 徹 哲 宣 陽 由
誠 章 一 夫 子   美 雄 昭 夫 道 子 政

松 藤 長 田 櫻 川 12
本 谷 浮 村 井 1鳥 期

野 野 小 大 29
原 口 山 里 期

文 正
隆 貴 彦 人

費 堀 石 35
口 鍋 期

国 泰
賓 志 斉

‐９
期
青
木
　
幸
子

鍵
和
田
幹
夫

図
分
　
裕
二

鈴
木
佐
知
子

鈴
木
　
正
隆

２３
期
清
水
ま
ゆ
み

宮
地
　
一
雄

平成24年度 予  算

安 32松 竹 茨 31
藤 期 本 尾 木 期

正  和  悟
道  久 正 郎

３８
期
新
井
加
藤
加
藤
熊
谷
小
坂

秀
樹
信
子
由
枝
和
巳
安
弘

林 44   寺 40
期  山 期

４５
期
浅
田
　
裕

一

和
樹

５２
期
市
川
　
正
裕

大
久
保
み
ど
り

金

隆

三

言ト

キR

平
成
２４
年
５
月

平
川
　
隆
太
郎
先
生

（数
学
）

在
職
期
間
　
昭
和
３９
～
６３
年
度

平
成
２４
年
５
月

宇
口
川
　
恭
子
九
二

（英
語
）

在
職
期
間
　
平
成
５
～
１４
年
度

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。平

成
２３
年
度
会
費
払
込
用
紙

の
通
信
欄
に
ご
記
入
い
た
だ
い

た
近
況
を
抜
粋
し
て
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

来
年
の
会
報
に
も
皆
様
の
近

況
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
払
込
用
紙
の
通

信
欄
に
是
非
ご
記
入
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。会
報
編
集
委
員
会

合  計

23年度収入計

名簿売上

桐の木募金

寄   付
年 会 費
銀行利息等

賛助会員入会金

卒業生入会金

前年度繰越金

5,374,525

3,503,976

135,295

779,460

1,474,000

221

1.115.000

1.870.549

収 入

会報編集費

幹 事 会 費

合  計
次年度繰越金

23年度支出計

桐の木募金積立金

弁佐       晏筆

情報委員会費

(ll田 園調布寄付

新入生対策費

ぽろにあ秦参加費

周年事業横立金

名簿編集費

卒業生対策費

5,374,525

2,095,577

3,278,948

135,295

56,228

50,000

70,560

121,809

45,666

550.000

105.210

1.710.084

36.925

397、 171

支 出

合  計

年  会 賢

桐の木募金

銀行利息等

24年度収入計

60周 年寄付

寄    付

卒業生入会金

前年度繰繊金

5^425_800

3.330223

50.000

200,000

600,000

1`400.000

223
1,080,000

2,095,577

入

次年度繰越金

桐の木募金積立金

予 偏 賢

新入生対策費
ll田 園調布寄付

合  計

24年度支出計

情報委員会費

卒業生対策費

lFる にあ祭参加習

周年事業積立金

名簿編集費

会報編集費

幹 事 套 賢

5.425,800

2,030,800

3,395,000

50.000

30,000

70,000

50.000

70.000

130,000

70.000

500.000

105,000

1.850.000

70.000

400,000

緯



18

13

11

10

神 奈 川

明治学院

東  海

東京都市

駒  澤

18

18

11

10

10

日  本

立   正

東  洋

国 士 舘

成  城

137

16

31

44

229

四年制大学

短 期 大 学

専 門 学 校

就 職

浪  人 他
合  計

財
団
法
人
田
園
調
布
の

新
公
益
法
人
制
度
移
行
に
つ
い
て

財
団
法
人
田
園
調
布
の

「
一
般
財

団
法
人
」

へ
の
移
行
準
備
が
本
格
化

し
て
い
ま
す
。

３
月
１７
日
に
行
わ
れ
た
理
事
会

・

評
議
員
会
で
、
新
た
な

「法
人
」
を

運
営
す
る
た
め
に
必
要
な

「
定
款
」

案
や
、
「
評
議
員
」
を
決
め
る

「
選

定
委
員
会
」
案
が
上
程

・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
「選
定
委
員
会
」

は
東
京
都
教
育
委
員
会
の
認
可
を

得
、
６
月
１７
日
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

次
回
の
理
事
会

・
評
議
員
会

（
６

月
２３
日
予
定
）
ま
で
に
、
新
制
度
の

様
式
に
よ
る
予
算
案

。
事
業
計
画
案

の
取
り
纏
め
を
行
い
、
本
年
度
中
の

移
行
認
可
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

財
団
法
人
田
園
調
布
理
事

鍵
和
田
幹
夫

初
級
パ
ソ
コ
ン
語
習
会

昨
年

１０
月
中
旬
か
ら
全

４
回
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
初
級
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
の
運
営
に
昨
年
度
も
携

わ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
田
区
と
の
連
携
講
座

か
ら
財
団
単
独
主
催

へ
と
運
営
方
針

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
募
集
に
関
す
る
事
項
、
連
絡
対

応
等
と
い
っ
た
作
業
が
新
た
に
必
要

と
な
り
、
大
き
な
課
題
で
し
た
が
、

中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会

ｍ
月
２３
日

（水
）
財
団
法
人
田
園

調
布
杯
第
８
回

「
中
学
生
サ
ッ
カ
ー

大
会
」
が
多
摩
川
グ
ヌ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

す

っ
か
り
多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

秋
の
恒
例
行
事
と
な
り
、
河
川
敷
を

実
行
委
員
等
の
ご
協
力
に
よ
り
講
習

会
は
盛
大

の
う
ち

に
終
わ
り
ま
し

た
。ま

た
、
田
園
調
布
高
校
で
行
わ
れ

る
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
評
判
を
聞
き

参
加
し
た
受
講
者
も
お
り
、
本
講
習

会
の
認
知
度
が
高
ま

っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

今
後
も
受
講
者
の
期
待
に
少
し
で

も
応
え
ら
れ
る
講
習
会
運
営
を
推
進

し

て
参
り
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。

４５
期
　
山
田
　
浩

一

散
歩
さ
れ
る
方
た
ち
の
声
援
を
受
け

今
年
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
狭
し
と
ボ
ー
ル

を
競
い
合

っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
本
大
会
よ
り
、
新
規
に
財
団

に
て
大
型
テ
ン
ト
を
購
入
し
運
用
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
財
国
の

一
般
財
団
法
人
ヘ

の
移
行
後
も
見
据
え
、
大
会
運
営
に

つ
い
て
も
改
善
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
の

一
環
と
し
て
備
品
類
の
整
備
拡

充
を
行

っ
て
い
ま
す
。

３８
期
　
熊
谷
　
和
巳

小
学
生
野
球
大
会

平
成

２４
年

２
月

２６
日

（
日
）
に
田

高
グ
ラ
ウ
ン
ド

（多
摩
川
河
川
敷
）

で
財
団
法
人
田
園
調
布
杯
第

５
回

「
小
学
生
野
球
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

月
日
会
は
、
そ
の
運
営
に
参
加
し
ま

し
た
。

前
日
は
雨
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状

態
が
悪
く
な

っ
て
い
た
た
め
、
そ
の

夕
方
、
実
行
委
員
の
数
名
が
急
返
集

ま
リ
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
行

い
、
当

日
試
合
前
に
も
在
校
生
が
協
力
し
て

作
業
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
東
京

マ
ラ
ソ
ン
と
日
程

が
重
な
り
、
そ
ち
ら
の
活
動
に
参
加

す
る
在
校
生
が
大
勢

い
た
た
め
、
野

手
話
語
習
会

さ
る
１
月

２．
日
、

３
月

２４
日
の
二

回
に
わ
た
り
、
財
団
法
人
田
園
調
布

主
催
の
手
話
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
都
立
品
川
ろ
う
学
校

・
大
塚

ろ
う
学
校
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
中
川

富
美
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
手
話

コ

ー
ラ
ス
や
ゲ
ー
ム
を
交
え
楽
し
く
手

話
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小

学
生
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
じ
い
ち

ゃ
ん
ま
で
幅
広

い
年
齢
の
方
が
、
手

話
を
見
せ
合

い
な
が
ら
お
互
い
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
い
る

姿
が
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

５６
期
　
山
梨
　
裕
加

球
大
会
に
参
加
す
る
在
校
生
は
い
さ

さ
か
少
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た

が
、
各
種
設
営
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
清

掃
や
最
優
秀
選
手
選
出
等
の
作
業
に

あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

４５
期
　
山
田
　
浩

一

儒

築

色

謡

月
日
会
が
い
よ
い
よ
６０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
人
間
で
い
う
と
還
暦
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
月
の

記
念
総
会
に
は
多
く
の
皆
さ
ま
に
参

加
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
名
簿
も
貴
重
な
資

料
で
す
の
で
、
更
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
調
査
は
が
き
の

返
信
は
購
入
を
希
望
さ
れ
な
い
方
で

も
必
要
で
す
。
協
賛
金

・
広
告
に
も

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

田
園
調
布
高
等
学
校
で
も
、
昨
年

度
読
書
活
動
で
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
け
る
等
の
成
果
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
地
域
で
の
評
価
も
高
ま

っ
て

い
ま
す
。
月
日
会
と
し
て
も
母
校
の

活
動
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
支
援

・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

３７
期
　
小
西
　
正
晃

第 33号

お知らせください !

会報を読んでのC意 見、こ感想がありましたらこ連絡ください。 また、
同期会開催案内、寄稿、住所変更等についてのお間い合わせも下記にδ願い

いたします。尚、お寄せ頂いた情報は掲載できないこともこざいますのでこ

了承下さい。

住所 :〒 145-O062大 田区北千束3-24-1-118
月日会事務局 宛 Faヽくi03-3フ48-6フ80
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都立田園調布高等学校月日会々報

進
60期生の進路

平成24 (2012)年 6月 9日  (4)

路 状 況
合格者の多い四年制大学(浪人生含む)

國

教

職

員

異

動

國

【転
出
】

遠
山
　
景

一

（国
語
）
退
職

小
林
　
正
人

（国
語
）
深
沢
（全
）

安
田
　
彩
夏

（国
語
）
田
無
（全
）

坂
元
　
　
昇

（日
本
史
）
文
京
（全
）

外
川
　
　
寛

（日
本
史
）
大
崎
（全
）

相
沢
　
　
栄

（政
経
）
日
野
（全
）

栗
山
　
勇
二

（数
学
）
退
職

長
谷
川
頭
太
郎

（生
物
）
町
田
（定
）

福
田
　
英
明

（英
語
）
つ
ば
さ
総
合

（全
）

黒
岩
　
洋
子

（音
楽
）
昭
和
（全
）

鈴
木
真
由
美

（経
営
企
画
室
長
）
退
職

【転
入
】

荒
井
　
章
子

（国
語
）
広
尾

富
井
美
代
子

（国
語
）
新
規

有
馬
　
　
聡

（国
語
）
白
鴎

相
川
　
浩
昭

（日
本
史
）
新
規

鈴
木
　
純
平

（日
本
史
）
蒲
田

増
田
　
和
明

（政
経
）
荒
川
商

荻
原
　
秀
明

（数
学
）
小
川

棚
橋
　
由
貴

（生
物
）
新
規

永
倉
美
枝
子

（英
語
）
駒
場

高
野
瀬
　
一

（音
楽
）
六
本
木

荒
川
　
誠

一

（経
営
企
画
室
長
）
目
黒

勝
山
千
恵
子

（経
営
企
画
室
）
世
田
谷
総
合

各
事
業
の
開
催
案
内
は
、
今
後
月
日
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

随
時
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

今
年
も
、

５０
周
年
で
植
樹
し
た

３
本
の
桐
の
木
が
満
開
の
花
を
さ

か
せ
ま
し
た
。
今
青
々
と
大
き
な

桐
の
葉
を
い
っ
ば
い
に
す
く
す
く

伸
び
て
い
ま
す
。
嬉
し
い
事
が
あ

り
報
告
し
ま
す
。

孫
の
木
が
６０

ｃｍ
ぐ
ら
い
に
伸
び
、

大
き
な
葉
を
７
枚
つ
け
て
い
ま
す
。

５０
周
年
で
３
本
、　
５５
周
年
で
２
本
、

田
高

６０
周
年
で
３
本
を
植
樹
。
そ

し
て
こ
れ
ま
で
種
か
ら
子
が
育
ち

３
本
、
今
度
は
根
か
ら
孫
の
木
が

１
本
、
合
計

１２
本
に
な
り
ま
し
た
。

・２
本
が
青
々
と
葉
を
茂
ら
せ
て
綺

一麗
で
す
。

幹
事
会
に
て
、
今
年
度
６０
周
年

を
記
念
し
て
植
樹
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
　
　
名
誉
会
長
　
田
中

桐
の
本

①

⑤

⑩

④

③

③②①

⑥ ②    ③

12本目の孫の桐の木です!

よろしく!

鮨




